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食品は複雑な多成分系であり、食品の保存調理加工の間にはその成分間の多様な反応
によって色・香 り。味などにおいて食物の品質向上がもたらされることは古くから知ら
れている。 しかし、その多成分が摂食された後に、生体内での成分間相互作用や相乗効
果によりそれらの栄養学的機能が向上する可能性については、これまで殆ど明らかにさ
れていない。
候補者は、多年にわた り食品成分による老化抑制効果に関する研究を行い、老化に関係
する生体内抗酸化機能に対する種々の食品成分の効果を明らかにしてきた。特に、生体
内での食品成分間の相互作用がもたらす食品機能の向上という新しい観点からの研究を
展開してきた。具体的には先ず、古来伝承されてきたように胡麻が顕著な老化防止効果
を示すことを考化促進モデルマウスを使用することにより明らかにした。胡麻はビタミ
ンEが多いといわれてきたが、実際はビタミンE活性の低いγ―トコフェロールが98%
を占めるので、胡麻のビタミン E活性は低いはずである。 ところが胡麻を摂取すると生

体内ビタミン E濃度は顕著に高くなることを見出した。その作用機作について分子レベ

ルで追求 した結果、胡麻 リグナンが トコフェロール類の代謝を制御することによリビタ
ミン E効果を著明に増強するという食品成分間の新 しい相互作用であることを始めて明
らかにした。また、近年注目されている トコトリエノールの生体内分布を調べ、 トコト
リエノールが皮膚や脂肪組織に特異的に蓄積すること,お よびその濃度が胡麻 リグナン

摂取により顕著に上昇することを見出した。そして最近では、 トコトリエノールとセサ
ミンの相互作用で紫外線照射による皮膚の炎症や皮膚癌を有効に抑制することを明らか
にした。一方、脳内ビタミン E濃度は変動しにくく、またγ―トコフェロールはほとん
ど存在 しない。胡麻 リグナンとの相互作用によりα一、γ―トコフエロールともに顕著に
上昇するが、α―とγ―が共存するとα―の優先性が強く認められることなど、多くの興
味ある重要な成果をあげている。なお、このような相乗的な生体内相互作用による抗酸
化能の向上効果は、カテキンや化学構造の異なる亜麻 リグナンやヒドロキシマタイレシ
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(3)過去 5年間の本学会 での活動 状 況

評 議 員・参 与  平成 15年、16年、17年、18年、19年
大会 の座 長   平成 15年、16年、18年

(4)特記 事 項

特 になし

Rats Fed


